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ノリプロトプラストの再生に及ぼすストレプトマイシンの影響
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ノリのプロトプラストを寒天培地で培養する場

合,試料採取母体としての葉体の無菌化が困難で

あるために,寒天培地中に抗生物質を添加するの

が一般的である1)。しかし,抗生物質の種類によっ

ては,プロトプラストの再生に影響を与えること

が予想される。しかしながら,培地に含まれる抗

生物質が,再生形態に及ぼす影響についての報告

はなく,また培地組成とノリプロトプラストの再

生形態との関係について実験した報告もない。今

回ストレプトマイシンについて実験したところ,

その濃度によってはプロトプラストの再生形態に

影響を与えることが明らかとなったので報告する。

材料および方法

プロトプラストを単離するための母藻には,有

明海柳川市沖で1991年10月5日に採苗後,同海

域で育成し, 10月31日に冷凍保存したナラワス

サビノリ(品種名フクオカ1号)を用いた。この

冷凍葉体を18℃の滅菌海水中で解凍後, 4日間

E S培地で通気培養して生長の良好な1個体を選

び,その中央部を切り出して供試した。酵素処理

は1.0%パパイン溶液に30分間, 0.05%アルカ

リへミセルラーゼ溶液に2時間浸漬して行った。

プロトプラストを洗浄した後, 7×104個/ml

に密度を調整し,アガロース工2%を含むSWM-

Ⅲ改変培地(土壌エキス,肝エキスを除く)5ml

に加えてペトリシャーレに混植した。培地が固化

した後,その上からSWM-Ⅲ改変培養液10ml

を重ねてプロトプラストを培養した。これらの培

地中にはベンジルペニシリンカリウム0.1mlと

ストレプトマイシン硫酸塩を0, 0.05, 0.1, 0.2,

0.4, 1.0mg/mlの5段階の濃度になるように加

えた。培養条件は温度20℃,照度2,000lx.,　日

長周期10L 14Dに設定した。再生形態を7-10

日間隔で観察し,また任意の50視野中の個体を

観察することによって生残率を求めた。

結果および考察

培養開始後の生残率を図1に示した。

培養33日目における生残率はストレプトマイ

シン硫酸塩濃度1.0mg/ml区で54%と最も低かっ

た。しかし,その他の濃度区では大きな差は認め

られず, 70-85%の高い生残率を示した。

培養33日目における再生個体を形態別に3種

類に分類してその出現割合を求め,表1に示した。

プロトプラストの形態は,培養途中に単胞子を

放出して発芽した二次芽発芽体,単胞子を放出せ

ずにカルス状の細胞塊となりさらに多数の仮根を
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表1培養33日目におけるアマノリプロトプラストの再生形態別割合(%)

ストレプトマイシン濃度(mg/ml)　　2次芽発芽　有根個体　　その他　糸状体発芽
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図1ストレプトマイシン硫酸塩濃度別の生残率の推移

○: 0mg/ml　⑳:0.05mg/ml　□:0.1mg/ml

圏: 0.2mg/ml　△ : 0.4mg/ml　　息: 1.0mg/ml

発生させた有根個体,およびその他の個体である。

また,プロトプラストの再生中に成熟して自家受

精したために発生したと思われる糸状体が確認さ

れ,その個体の割合も合わせて表1に示した。対

照区と0.5mg/ml区では80%以上の個体が二次

芽発芽体となったが,ストレプトマイシン濃度が

高くなるにしたがって二次芽発芽体の出現数は減

少し,有根個体の割合が高くなった。特に1.0

mg/mlの高濃度では二次芽発芽体は全く見られ

なかった。また糸状体の形成についてもストレプ

トマイシンの濃度が高くなるにしたがって低下し

た。

プロトプラストの再生形態には,多くの要因が

関与しているものと考えられる。すなわちプロト

プラストの材料となる母藻の品種や葉令,培養条

件等プロトプラストを単離する以前の前歴,そし

てプロトプラストを単離した後の培養条件などで

ある。これらの条件によってプロトプラストは多

様な再生形態を示す2,3)。このため,ノリのプロ

トプラストの再生形態について,培地の組成条件

との関連性を報告したものはこれまで見あたらない。

今回,ストレプトマイシンはノリのプロトプラ

ストを致死させる事なく,その再生形態に影響を

及ぼすことがわかった。ストレプトマイシンは,

RNAの読み違えによって蛋白質の合成阻害が起

こり,殺菌的作用を表すものである4)。ストレプ

トマイシンがノリのプロトプラスト再生形態に及

ぼした影響が,細菌類に作用するのと同様のRN

A読み違え作用によって生じたのかは明らかでな

く,今後の研究を得たねばならない。しかし,あ

る物質がノリの細胞にどのような影響を与えるの

かを調査する実験系として,プロトプラスト培養

系が非常に有効であることが本実験から示され,

ノリの生理学的研究に対する進展が期待される。
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